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陸上競技大会陸上競技大会陸上競技大会陸上競技大会    開催要開催要開催要開催要綱綱綱綱        １１１１    目目目目        的的的的        障害者の陸上競技の競技力向上を図るため、高レベルの選手による競技会を開催する。そして、障害者の競技スポーツへの志向意欲をより高めるとともに、広く社会参加の促進に資することを目的とする。  ２２２２    大大大大    会会会会    名名名名    2007ジャパンパラリンピック陸上競技大会     ３３３３    主主主主        催催催催    財団法人日本障害者スポーツ協会日本パラリンピック委員会 日本身体障害者陸上競技連盟 NPO法人日本知的障害者陸上競技連盟 日本聴覚障害者陸上競技協会     ４４４４    後後後後        援援援援    厚生労働省 文部科学省 大阪府 大阪市 大阪府教育委員会 大阪市教育委員会 独立行政法人福祉医療機構 財団法人日本体育協会 財団法人日本オリンピック委員会 財団法人日本陸上競技連盟 大阪陸上競技協会 大阪府障害者スポーツ振興協会  社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会 全日本ろうあ連盟スポーツ委員会 NPO法人日本盲人マラソン協会 全国聾学校体育連盟  5555    主主主主        管管管管    2007ジャパンパラリンピック陸上競技大会実行委員会（運営協力：大阪陸上競技協会）     ６６６６    ＪＰＣＪＰＣＪＰＣＪＰＣオフィシャルパートナーオフィシャルパートナーオフィシャルパートナーオフィシャルパートナー    ヤフー株式会社 株式会社日本航空 読売新聞社 株式会社セガ 株式会社Love Rhythm     ７７７７    ＪＰＣＪＰＣＪＰＣＪＰＣオフィシャルサポーターオフィシャルサポーターオフィシャルサポーターオフィシャルサポーター    オムロン株式会社 株式会社サンセイランディック        ８８８８    ジャパンパラリンピジャパンパラリンピジャパンパラリンピジャパンパラリンピックックックック公式公式公式公式サポーターサポーターサポーターサポーター    株式会社グリオ カリフォルニア・レーズン協会  ９９９９    協協協協        力力力力    日本障害者スポーツ協会公認障害者スポーツ指導員 近畿身体障害者陸上競技協会 大阪市長居障害者スポーツセンター 大阪市舞洲障害者スポーツセンター 10 10 10 10 日日日日        時時時時    大会日時 平成19年10月20日（土） 開会式：午前10時   競技開始 午前11時～    平成19年10月21日（日） 競技開始：午前10時～（16時30分終了予定） 受付日時 平成19年10月19日（金） 午後２時～５時  受付場所 長居スタジアム メインスタンド正面入口 平成19年10月20日（土）・10月21日（日） 午前９時～１２時  受付場所 長居スタジアム メインスタンド正面入口  



11111111    会会会会        場場場場       大阪市長居陸上競技場（長居スタジアム）     地下鉄御堂筋線｢長居｣駅下車徒歩５分、JR阪和線｢長居｣駅下車徒歩５分  12 12 12 12 実施種目実施種目実施種目実施種目    別紙「実施種目一覧表」のとおり。 1日目 各予選種目と200ｍ 800ｍ 5000ｍ 走幅跳 円盤投 こん棒投 2日目 100ｍ 400ｍ 1500ｍ 10000ｍ 走高跳 三段跳 砲丸投 やり投 100m 200m（ジュニアオープン種目）  13 13 13 13 参加参加参加参加資格資格資格資格・・・・制限制限制限制限            次の（１）～（３）に示すすべての条件を満たしている者、または（４）に該当する者。 （５）については、ジュニア育成の観点からオープン種目として実施する。 （１）身体障害者手帳または療育手帳を所持している者。 （２）下記団体のいずれかに、平成19年度 登記・登録している者。 「日本身体障害者陸上競技連盟」「日本知的障害者陸上競技連盟」「日本聴覚障害者陸上競技協会」    「全日本ろうあ連盟スポーツ委員会」「全国聾学校体育協会」「日本盲人マラソン協会」 （３）参加種目は、１人３種目以内とする。ただし、次の競技会において別紙「標準記録一覧表」に示す記録に達している種目に限る。 ① 日本身体障害者陸上競技連盟の登記・登録者。 ・ 平成18年度 全国障害者スポーツ大会（兵庫大会）、2006ジャパンパラリンピック陸上競技大会 日本身体障害者陸上競技選手権大会、関東身体障害者陸上競技選手権大会 九州パラリンピック陸上競技選手権大会、2006パラリンピックワールドカップ ・ 平成19年度 2007大分陸上、日本身体障害者陸上競技選手権大会、関東身体障害者陸上競技選手権大会 2007パラリンピックワールドカップ、IBSA世界選手権、IWAS台湾大会 ② 日本身体障害者陸上競技連盟以外の登記・登録者。 平成18年４月１日以降の都道府県・指定都市レベル以上の大会 （４）財団法人日本障害者スポーツ協会が推薦した者。 （５）18歳以下のジュニア選手で、標準記録に達していない選手については、100m、200mをオープン種目として競技日程の２日目に実施する。ただし、申込書と誓約書は通常どおり記載し、期限内に提出すること。（参加費は無料とする）  14141414    競技規則競技規則競技規則競技規則    2007IPC ATHLETICS競技規則と平成19年度日本身体障害者陸上競技連盟競技規則並びに本大会申合わせ事項により実施する。  15 15 15 15 参参参参    加加加加    料料料料    3,000円（ジュニアのオープン種目については、無料） 海外選手のエントリーフィーについては別途案内する。                 



16 16 16 16 申込申込申込申込方法方法方法方法    別添「申込書」、｢誓約書｣に必要事項を記載のうえ、参加料（現金書留または郵便小為替）を添えて下記に申し込むこと。（必ず郵送すること。ＦＡＸ不可） （１）申込締切日 平成19年9月2８日（金）当日消印有効 （２）申込先   〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町2－14－9－5Ｆ 日本障害者スポーツ協会「ＪＰ陸上大会」係     17 17 17 17 クラスクラスクラスクラス分分分分けけけけ    クラス分け委員から指示があった選手は、再度クラス分けを受けなくてはならない。クラスに変更があった場合は、すべて参考記録とし、順位並び表彰の対象から除外する（クラスが不明な選手は、事前に連絡すること）。     18 18 18 18 ドーピングドーピングドーピングドーピング検査検査検査検査    本大会では、ドーピング検査を実施する。        19 19 19 19 表表表表        彰彰彰彰    男女別種目別競技グループ別に１位、２位、３位の選手にメダルを授与する。但し、申込者が１名または２名の場合は１位のみ、３名の場合は１位、２位の選手にメダルを授与する。ただし、ジュニアのオープン種目については、メダルの授与は行わない。 記録証は希望者に発行する。競技終了後、記録証発行所で受け付ける（当日限り）。     20 20 20 20 個人情報個人情報個人情報個人情報のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いについていについていについていについて       主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、主催者が定める「個人情報保護取扱規程」に基づき取り扱います。なお、取得した個人情報は大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、その他競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用します。     21 21 21 21 そそそそ    のののの    他他他他    （１）本大会は、ＩＰＣ公認大会として、各国NPCに案内する。但し参加者は「国際クラスの（Ｐ）・（Ｒ） ステイタスを所持し、別途定めた標準記録を突破した者」とする。 （２）B1クラスの競技者は、必ずガイドランナー、コーラー、ガイドを申込み用紙に明記すること。 B2クラスの競技者は、必要に応じて明記すること。 （３）本大会の成績は、国際大会派遣等に伴う選手の推薦資料の一部とする。 （４）クラス・グループが不明確な者は、申込み前に下記問合せ先（競技関係）に連絡すること。 （５）競技会場の練習は下記の通りとする。   ①10月19日（金） 午後２時～５時とする。（練習開始前に受付を済ませること） トラックのみ使用可。フィールドの使用は不可。   ②10月20日（土）、10月21日（日） トラックの練習は、開会式及びトラック競技中以外の時間とする。    フィールドの練習は、競技直前の公式練習のみとする。 ※その他、競技場使用については、係員の指示に従うこと。 （６）「申込書」「誓約書」など必要書類が提出されていない場合や必要事項に記載がない場合、また、出場資格・制限などに該当しない場合は申込みを受け付けない。 ※申込み完了者には、参加決定通知書を郵送する。 ※申込みに不備があった者には、参加無効通知書を郵送する。 （７）参加料は、必ず申込締切日までに郵送すること。参加料納入の確認が取れない場合は、申込みを取り消す



 本大会の申し込み要綱は、（財）日本障害者スポーツ協会ホームページから ダウンロードすることができます。 http://www.jsad.or.jp 
 

ことがある。また、一旦納入された参加料は、いかなる場合も返金しない。 （８）主催者において大会期間中（10月18日～10月21日）は傷害保険に一括加入する（保険内容：死亡・後遺障害 1,000万円、入院 5,000円、通院 3,000円）。 大会中は、応急の処置しかできないので、参加にあたっては、医師の診断を受けるなど、自己の責任において健康と安全に十分留意すること。 （９）昼食については、各自で用意すること。 （10）宿泊については、必要に応じて別紙の「宿泊案内」を参照のうえ、｢宿泊申込書｣に必要事項を記載し、各自所定の期日までに申し込むこと。 （11）荷物を送る場合は、10月18日（木）と19日（金）のみを指定日とする。指定日以外に到着した荷物については、一切受け付けない。 送り先は参加決定通知書に記載する。 ※荷物の受け渡し及び預かり場所は、競技会場総合受付とする。 ※原則的に、各自の荷物は自己責任において管理すること。到着した荷物については、一時的に保管する が故障・破損等については一切責任を負わない。 ※未到着の荷物確認等は、各自が依頼した宅配業者と連絡を取ること。 ※荷物の返送等については、各自で手配し手続きを行うこと。 ※大会終了後の荷物の預かりはしない。 （12）本大会についての問い合わせは、下記とするがすべてＦＡＸで行うこと。 ＦＡＸの宛名は、「2007ＪＰ陸上大会」と明記すること。 ・競技関係 日本身体障害者陸上競技連盟 FAX 06-6697-8613  担当：清田 ・ドーピング関係 日本身体障害者陸上競技連盟 FAX 06-6465-8177  担当：楠本 ・宿泊関係 ＪＴＢ団体旅行上野支店 FAX 03-3842-5497 担当：野村 ・その他 財団法人日本障害者スポーツ協会 FAX 03-5641-1213 担当：大西     


